
⑥可部発電所

日本海へ注ぐ江の川の水を

可部へ引き入れ、発電能力

は１万2千６百戸分という

   可部福祉センター　

ここを事務所とする可部南

社協には、ボランティア団

による「まちの保健室」活

動が展開されている。

可部自動車学校

昭和３５年に太田川橋下

河川敷で「自動車教習所」

として創業。以来卒業生

は11万人に及ぶという

　川面に映る

スポーツセンター

水鳥のウォッチングも楽し　

める。人馴れしたカモの

親子には心も和む

⑦環境局安佐北工場

可燃ゴミの処理工場

地図で歩く 　可部のまち①    　  　可部南 ＜中島地区＞

太田川橋梁

①54号線は陰陽の動脈

3河川合流地　（高陽側
から可部を望む）

氏神で、秋の祭りは盛大

祀る。鳥居下に水準点も

黄幡さん・中島招魂社も

　②友広神社

初代太田川橋は明治20年
完成。2代目は明治37年。3
代目から鉄製で、今も三次
市で頑張っている。写真は5
代目となる太田川橋。

　④中島の大権現

乳地蔵とともに、太田川の

た。

中程にあったもので川幅が

広がり、この地に移設され

⑤歴史も豊か 超円寺　⑤クロマツは広島市保存樹

　③乳地蔵さん

昔、母乳の出ない母親がこ

大イチョウは天然記念物

ようになったといわれる。

こへお供えしたお米でご飯を

炊くと、多量のお乳が授かる
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名勝 伝承の地を訪ねて 

南
端
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地 

太
田
川
橋
の
踏
切
を
渡
っ
て 

南
下
す
る
と
舗
装
さ
れ
た
川
土

手
は
車
両
の
車
止
め
が
さ
れ
て

お
り
、
安
心
安
全
な
散
歩
道
と

な
る
。
正
面
に
二
ケ
城
山
・
遠

方
に
呉
娑
々
宇
山
の
稜
線
。
右

手
に
は
象
が
寝
そ
べ
っ
た
姿
の

阿
武
山
が
せ
ま
る
。 

初
夏
に
な
れ
ば
川
面
に
は
多
く

の
ア
ユ
釣
り
を
楽
し
む
人
で
賑

わ
う
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
か

ら
は
正
面
に
高
瀬
堰
が
、
近
く

に
は
人
馴
れ
し
た
カ
モ
の
親
子

が
仲
良
く
遊
ぶ
ほ
ほ
え
ま
し
い

姿
も
み
ら
れ
る
。 

 
 

           

災
害
救
助
用
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
基
地
の
完

成
は
平
成
初
年
頃
。
春

に
な
れ
ば
広
い
河
川

敷
は
緑
で
覆
わ
れ
る
。

根
の
谷
川
を
上
流
へ

向
か
お
う
。
こ
の
付
近

の
川
の
姿
は
常
時
変
化
を
見
せ
る
。
土

師
ダ
ム
の
水
を
利
用
す
る
可
部
発
電

所
の
運
転
中
は
排
水
量
が
多
く
、
ま
さ

に
一
級
河
川
の
勇
姿
。
発
電
の
休
止
時

に
は
水
量
は
少
な
く
川
底
を
現
す
。
さ

な
が
ら
太
田
川
放
水
路
の
干
満
の
光

景
に
似
る
。
右
手
横
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
丸
屋
根
。
見
上
げ
る
と
空
に
は

白
木
山
の
稜
線
。
そ
の
麓
に
は
可
部
発

電
所
と
環
境
局
安
佐
北
工
場
の
白
い

建
物
が
迫
る
。
高
陽
方
面
へ
の
交
通
の

大
動
脈
、「
根
の
谷
川
橋
」
へ
到
着
だ
。 

太
田
川
橋
か
ら
ヘ
リ
基
地
を
廻
っ
て

根
の
谷
川
橋
ま
で
、
約1.5

㎞
。
一
級

河
川
３
本
に
囲
ま
れ
た
こ
の
土
手
の

散
策
は
川
と
山
、
空
ま
で
が
一
体
と
な

っ
た
視
界
が
望
め
る
。
し
か
も
車
両
の

通
ら
な
い
歩
行
者
天
国
の
散
歩
道
は

可
部
第
一
級
の
景
勝
地
と
い
え
よ
う
。  

あ
な
た
も
散
歩
を
始
め
ま
せ
ん
か
。 

    

浄
土
真
宗
の
寺
で

開
基
は
五
百
年
前

と
い
う
。
現
本
堂
は

明
治
四
十
二
年
の

再
建
。
広
島
浅
野
藩

と
の
縁
も
深
く
、 

 
 
 
 
 
 
 

 

二

代

〜

五

代

ま 
 
 
 
 
 
 
 

 

で
の
藩
主
の
位
牌

も
納
め
ら
れ
て
い

る
。 

「
臥
龍
松
」
と
呼
ば
れ 

る
黒
松
は
枝
振
り
・
幹

の
大
き
さ
と
も
圧
巻
。 

 
 
 
 

広
島
市
の
保
存
樹
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。 

境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
は
広
島
市

指
定
の
天
然
記
念
物
。 

神
社
は
応
神
天
皇
他
二
柱
を

祀
り
、
厳
島
神
社
と
も
深
い

縁
を
持
つ
。
大
正
期
の
洪
水
で
は
本

殿
ま
で
水
に
浸
か
り
、
地
上
げ
を
し

て
再
建
し
た
も
の
が
今
の
社
屋
と
い
う
。 

本
殿
に
は
「
黄
幡
さ
ん
」
「
中
招
魂

社
」
も
連
な
る
。
境
内
に
は
国
土
地

理
院
の
水
準
点
が
あ
り
、
標
高
（
海

面
か
ら
の
高
さ
）17.3625

ｍ
。 

こ
れ
は
可
部
明
神
社
の
標
高
よ
り

４
ｍ
も
低
い
。
こ
の
地
域
が
両
岸
の

土
手
と
排
水
ポ
ン
プ
に
守
ら
れ
た

ま
ち
で
あ
る
こ
と
の
証
と
い
え
よ

う
。 

 

友
広
神
社
か
ら
西

へ
50
ｍ
の
所
に 

小
屋
根
・
扉
を
備
え

た
社
が
あ
る
。
そ
こ

に
収
ま
る
の
が
乳

地
蔵
。
母
乳
の
出
な

い
母
親
が
、
白
米
を

お
供
え
し
て
お
願
い
し
、
そ
の
お
米

で
ご
飯
を
炊
く
と
、
不
思
議
に
多
量

の
乳
が
授
か
っ
た
と
い
う
。
戦
前
に

は
お
供
え
し
た
お
米
を
乾
燥
さ
せ

て
ア
メ
リ
カ
ま
で
送
っ
て
い
た
と
も
。

太
田
川
の
河
川
改
修
で
こ
の
地
に

移
設
さ
れ
た
。
そ
の
右
に
大
権
現
。 

島
原
の
乱
で
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
の
軍
勢
を
各
地
か
ら
集
め
た
際
、
中

島
村
か
ら
百

姓
の
甚
五
郎

も
参
加
。
幕
府

軍
の
も
と
で
、

殺
伐
を
繰
り

返
す
う
ち
、
仏

教
信
仰
の
強

い
彼
は
煩
悶
し
悔
悟
し
、
つ
い
に
戦 

地
で
発
狂
し
、
帰
郷
。
病
の
回
復
を 

願
っ
て
親
兄
弟
・
地
元
民
が
建
立
し 

た
。 

  

日
本
海
へ
注

ぐ
水
を
水
路

工
事
で
こ
の

地
へ
運
び
発

電
し
て
い
る
。 

完
成
し
た
の

は
昭
和
五
十

年
。
発
電
容
量
は
三
十
八
万
キ
ロ
ワ 

ッ
ト
。
一
般
家
庭
の
夏
場
の
利
用
に 

換
算
し
て
一
万
二
千
六
百
戸
分
と 

い
う
。 

 

ゴ
ミ
の
減
量

化
が
叫
ば
れ

て
久
し
い
が
、

現
実
は
増
え

続
け
る
一
方

だ
。
大
量
生

産
と
大
量
消

費
の
繰
り
返

し
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
社
会
は
い 

つ
に
な
っ
た
ら
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
。 

「
江
の
川
」の
水
で
発
電 

可
部
発
電
所 

可
部
の
南
端 

中
島
地
区
。「
可
部
南
」
の
地
名
が
ぴ
っ
た
り
だ
。 

江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
旧
可
部
町
が
い
ち
早
く
繁
栄
し 

て
い
た
頃
、
こ
の
地
は
洪
水
の
た
び
ご
と
に
地
形
が
変
わ
り
、
多
く 

の
田
畑
や
人
命
ま
で
失
う
被
害
に
あ
っ
て
き
た
。
行
政
に
よ
る
大
規 

模
河
川
改
修
に
よ
り
、
住
民
に
安
心
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
つ
い
数 

十
年
前
か
ら
。
舟
運
の
時
代
か
ら
明
治
二
十
年
の
太
田
川
橋
架
橋
を 

経
て
、
可
部
の
南
の
玄
関
口
で
あ
り
、
陰
陽
の
交
通
の
要
衝
地
。
散

策
の
中
か
ら
き
っ
と
新
た
な
発
見
と
感
動
が
得
ら
れ
る
の
で
は
。 

昔
も
今
も
交
通
の
要
衝 

 
 
 
 

堤
防
に
守
ら
れ
た 

三
河
川
の
合
流
地 

 

太 

田 

川 
 

根
の
谷
川 

 

三 

篠 

川  

地図で歩く 可部のまち①     可部南 ＜中島地区＞ 

ヘリコプター基地 

松
が
見
事 

超
円
寺 

大
イ
チ
ョ
ウ
は 

天
然
記
念
物
・友
広
神
社 

 
 
 
 
 
 
  

3 河川の合流地から可部を望む 

稼
動
延
長
も
計
画
中
と
か 

 
 
 
 

環
境
局 

安
佐
北
工
場 

 

乳
地
蔵
さ
ん 

 

中
島
の
大
権
現
さ
ま 
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